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平
成
鯉
年
２
月
鯛
日
、
昭
島

市
市
民
会
館
に
お
い
て
第
弱
回

農
業
委
員
・
農
業
者
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
、
降
雪
に
よ
る

悪
天
候
に
も
関
わ
ら
ず
、
農
業

関
係
者
な
ど
多
く
の
方
が
参
加

蕊

し
盛
況
の
う
ち
に
終
了
い
た
し

ま
し
た
。

ま
た
、
同
時
に
受
賞
式
典
が

行
わ
れ
、
本
市
で
は
３
名
の
方

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

心
よ
り
お
喜
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

閥
開
催

鰹
興
恥
り
恥
叩
仙
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伽
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認
定
農
業
者
制
度
と
は
、
農
業
経

営
基
盤
促
進
法
に
基
づ
き
「
今
後
と

も
農
業
で
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
す
る

意
欲
あ
る
農
業
者
の
皆
さ
ん
」
を
認

定
農
業
者
と
し
て
区
市
町
村
長
が
認

定
し
、
支
援
を
行
っ
て
い
く
制
度
で

す
。
認
定
を
受
け
る
に
は
、
今
後
５

年
間
に
取
り
組
む
経
営
改
善
の
内
容

を
記
載
し
た
「
農
業
経
営
改
善
計
画

認
定
申
請
書
」
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

申
請
に
あ
た
っ
て
は
市
担
当
職
員
、

農
業
委
員
、
農
業
振
興
事
務
所
職
員

等
が
相
談
、
指
導
に
応
じ
ま
す
。

農
業
者
は
、
認
定
農
業
者
に
な
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
経
営
を
分

析
し
計
画
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り

経
営
能
力
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

認
定
さ
れ
た
農
業
者
は
、
低
利
融

資
や
各
区
市
町
村
独
自
の
支
援
事
業
、

情
報
提
供
な
ど
の
支
援
措
置
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

市
の
認
定
農
業
者
は
平
成
躯
年
３

月
に
初
め
て
ｎ
人
の
方
が
認
定
さ
れ
、

本
年
３
月
に
新
た
に
３
人
の
方
が
認
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懸

定
さ
れ
挫
人
と
な
り
ま
し
た
。

＊
市
で
健
現
在
、
「
武
蔵
村
山
市

認
定
農
業
者
改
善
計
画
事
業
補
助

金
交
付
要
綱
」
に
よ
り
、
農
業
用

資
材
、
農
業
用
機
械
等
の
購
入
に

要
す
る
経
費
等
を
補
助
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
新
た
に
認
定
農
業
者
と
し

て
認
定
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で

す
。・
高
山
充
則

・
高
橋
勇
治

・
乙
幡
司
（
認
定
年
月
日
平
成
型
年

３
月
鍋
日
・
敬
称
略
）

《
こ
れ
ま
で
、
都
道
府
県
が
処
理
し

て
い
た
農
地
法
第
３
条
に
よ
る
農
地

及
び
採
草
放
牧
地
の
権
利
移
動
の
許

可
に
つ
い
て
は
、
平
成
型
年
４
月
１

日
以
降
、
区
市
町
村
農
業
委
員
会
に

移
譲
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
に
よ
る
事
務
処
理
は
新
旧
対

照
フ
ロ
ー
図
の
と
お
り
で
す
。

<事務処理の新旧対照フロー図〉

蝋
纈
撫
髄

平成24年4月1日から平成24年3月31日まで

申読者一｜農薬芸員会 東京都

筐I存「Z蜀蕃可〈篭金
■■■V

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
管
理
推

進
月
間
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
、
８

月
頃
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

農
地
は
食
糧
生
産
の
場
で
あ
り
ま

た
環
境
保
全
に
お
い
て
も
非
常
に
重

要
な
役
割
を
担
う
大
切
な
資
産
で
す
。

次
世
代
に
優
良
な
農
地
を
残
す
た

め
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
遊
休

農
地
及
び
違
反
転
用
の
解
消
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
度
の
調
査
は
、
８
月
”
日
側

か
ら
８
月
瓢
日
㈱
ま
で
の
間
で
実
施

す
る
予
定
で
す
。

農
地
の
利
罷
状
況
調
奮

の
実
施
に
つ
い
茜

〕

申鯖者 農業震員会’
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武
蔵
村
山
市
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ

で
は
、
武
蔵
村
山
市
の
〃
農
あ
る
風

情
″
を
感
じ
る
風
景
写
真
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
羽
年
か
ら
平
成
型
年

中
に
撮
影
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

②
応
募
資
格

武
蔵
村
山
を
愛
し
て
く
だ
さ
る

方
な
ら
ど
な
た
で
も
結
構
で
す
。

③
作
品
サ
イ
ズ

四
つ
切
り
（
ワ
イ
ド
可
）
又
は

Ａ
４
サ
イ
ズ
に
プ
リ
ン
ト
し
た
も

の
。

（
注
）
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
や
感
熱
紙
で

の
応
募
は
不
可
。
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ

ト
プ
リ
ン
タ
ー
使
用
の
場
合
は
、

普
通
紙
で
は
な
く
写
真
用
紙
を

使
用
の
こ
と
。

、
表
彰最
優
秀
賞
１
名

優
秀
賞
２
名

佳
作
２
名

③
発
表入
賞
者
に
直
接
連
絡

一一

二,二〃

嵯

③
応
募
規
定

応
募
作
品
は
１
人
２
点
以
内
と

し
、
未
発
表
の
も
の
で
作
品
一
点

ご
と
に
「
応
募
票
」
を
裏
面
に
貼

付
す
る
。

な
お
、
肖
像
権
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
侵
害
に
は
十
分
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
被
写
体
が
人
物
の
場
合

は
必
ず
本
人
の
承
諾
を
得
て
く
だ

さ
い
。

③
応
募
方
法

郵
送
又
は
宅
配
便
に
限
り
ま
す
。

①
応
募
締
切
り

平
成
泌
年
加
月
末
日

市
街
化
調
整
区
域
内
農
地
の
貸
借

に
つ
い
て
は
、
農
業
経
営
基
盤
強
化

促
進
法
に
よ
る
利
用
権
設
定
で
、
農

地
の
貸
し
借
り
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
、
貸
し
た
農
地
は
期
限

が
来
れ
ば
必
ず
返
還
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
期
間
満
了
前
に
貸
し
て
と
借
り

て
の
双
方
に
通
知
が
届
き
ま
す
し
、

利
用
権
の
再
設
定
に
よ
り
継
続
し
て

貸
借
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
の

利
用
権
設
定
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
は
、
相
続
税
納
税
猶
予
制
度
の
適

用
を
受
け
て
い
る
（
市
街
化
区
域
以

外
）
農
地
を
貸
し
付
け
て
も
、
猶
予

が
継
続
さ
れ
ま
す
。
（
た
だ
し
薊
年

免
除
」
の
場
合
は
「
終
生
農
地
利
用
」

の
適
用
に
変
更
と
な
り
ま
す
。
）
ま

②
問
合
わ
せ
・
作
品
送
付
先
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光
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た
、
今
後
相
続
が
あ
っ
た
場
合
も
、

貸
し
付
け
て
い
る
農
地
は
相
続
税
納

猶
予
制
度
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
共
有
農
地
に
つ

い
て
は
、
５
年
を
超
え
な
い
間
で
あ

れ
ば
、
共
有
持
ち
分
の
２
分
の
１
を

超
え
る
同
意
に
よ
り
、
農
地
を
貸
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
わ
せ
は
、
農
業
委
員
会
ま
で

瞳
５
６
５
１
１
１
１
１

（
内
線
）
２
２
６

＊
入
賞
作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

ま
た
著
作
権
は
ク
ラ
ブ
に
帰
属
い

た
し
ま
す
。

画
，
日
農
房
騨
函
ロ
ー
ｏ
冒
す
。
ｇ
唇
．

『
ご
戸
扇
錘
切
盲
目
貝
戸
屋
罵
四
宮
騨
員
〕
Ｐ
一
四
』
で
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農
壜
蕊
謨
講

農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
、
東
京

都
農
業
会
議
に
講
師
を
お
願
い
し
て

簿
記
講
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

講
習
会
は
８
月
か
ら
毎
月
１
回
来

年
の
２
月
ま
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、

講
習
内
容
は
、
主
に
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
た
記
帳
の
仕
方
な
ど
受
講
者
の

希
望
に
そ
っ
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。
受
付
は
随
時
行
い
ま
す
。

今
年
度
は
８
月
か
ら
開
催
い
た
し

ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
、
農

業
委
員
会
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
C、

講
習
期
間

平
成
型
年
８
月
か
ら
平
成
妬
年

２
月
ま
で
毎
月
１
回
実
施
し
ま
す
。

、
受
講
料

無
料

・
場
所

中
部
地
区
会
館
（
市
役
所
４
階
）

で
行
い
ま
す
。

（
注
）
パ
ソ
コ
ン
の
準
備
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
個
人
の
パ
ソ
コ
ン
を

ご
準
備
く
だ
さ
い
。

新
た
に
農
地
権
利
者
と
な
っ
た
者
は
、

農
地
の
大
小
、
調
整
区
域
・
市
街
化

区
域
を
問
わ
ず
〈
権
利
を
取
得
し
た

日
か
ら
加
ヶ
月
以
内
に
農
業
委
員
会

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

詳
細
は
、
農
業
委
員
あ
る
い
は
農

業
委
員
会
事
務
局
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
・
未
届
出
者
、
虚
偽
報
告
者
に
は
加

万
円
以
下
の
過
料
等
の
罰
則
規
定
も

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

議農
業
者
年
金
は
、
加
入
者
・
受
給

者
数
に
左
右
さ
れ
に
く
い
積
立
方
式

（
確
定
拠
出
型
）
の
公
的
年
金
と
し

て
平
成
陞
年
１
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し

国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
で

あ
る
農
業
者
が
よ
り
豊
か
な
老
後
生

活
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
国

ま
し
た
。

平
成
創
年
に
行
わ
れ
た
農
地
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
相
続
等
に
よ
り

‘

＃

雲
鰯

蕊

民
年
金
（
基
礎
年
金
）
に
上
乗
せ
し

た
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

支
払
う
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
所
得
税
・

住
民
税
が
節
税
に
な
り
ま
す
。

農
業
者
年
金
に
つ
い
て
の
問
い
合

わ
せ
は血
５
６
５
１
１
１
１
１

（
内
線
）
２
２
５
へ

蝿

現
在
、
市
内
に
は
体
験
型
市
民
農

園
が
２
園
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
の
農
業
体
験
の
場
、
ま
た
市

民
交
流
の
場
と
し
て
不
足
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

農
園
の
開
設
に
ご
協
力
い
た
だ
け

る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
産
業
観
光
課

農
政
グ
ル
ー
プ
ま
で
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
伽
５
６
５
１
１
１
１
１

内
線
２
２
５

市
で
は
、
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

育
成
す
る
た
め
に
、
農
業
実
習
の
受

入
れ
を
し
て
頂
け
る
協
力
農
家
を
探

し
て
い
ま
す
。
協
力
を
申
し
出
て
頂

け
る
方
は
、
市
役
所
産
業
観
光
課
農

政
グ
ル
ー
プ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

へ
ｗ
，
－
１
‐
‐
－
１
‐
，
ｌ
Ｉ
ｌ
１
ｌ
ｌ
‐
ｌ
‘
‘
１
１
，
‐
－
１
，
ｒ
ｌ
ｌ
＄
“
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ｕ
山
坐
鞭

一
一
Ｔ
今
４
｜

鑑
簑
記
と

一
今
年
の
夏
に
か
け
て
の
長
期
予
一

一
報
に
よ
り
ま
す
と
、
ほ
ぼ
全
国
的
一

に
気
温
は
高
め
と
な
り
暑
い
夏
に
一

》
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
デ

ー
年
の
台
風
の
発
生
数
は
腔
個
と
少
｝

一
な
い
方
で
し
た
が
、
今
年
は
ど
う
一

一
な
る
で
し
ょ
う
か
。
台
風
接
近
前
一

一
後
は
大
雨
や
強
風
が
予
想
さ
れ
ま
一

一
す
の
で
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